
　　　　2020年を振り返る  

■
１
月
■

４
日

鹿
屋
市
成
人
式

５
日

新
春
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
サ
ッ
カ
ー
教
室

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

７
日

輝
北
合
同
七
草
祝
い

11
日

鹿
屋
市
体
育
協
会
け
い
こ
始
め
式

12
日

プ
ロ
野
球
・
細
川
選
手
ら
に
よ
る
野
球
教
室

東
京
五
輪
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
予
選

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

17
日

豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
策
消
石
灰
・
消
毒
薬
配
布

18
日

名
物
あ
い
ら
木
市
祭（
〜
19
日
）

19
日

姶
良
川
河
川
敷
で
の
鬼
火
た
き

ぐ
る
り
ん
高
隈
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

迫
田
さ
お
り
さ
ん
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

25
日

く
し
ら
二
十
三
や
市（
〜
26
日
）

第
２
回
消
防
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
38
回
鹿
屋
市
美
術
展（
〜
２
月
２
日
）

31
日

Ｆフ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
イ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
氏
ダ
ン
ス
教
室（
〜
２
月
１
日
）

■
２
月
■

２
日

第
26
回
美
里
あ
い
ら
心
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会

第
62
回
串
良
町
内
一
周
駅
伝
大
会

４
日

令
和
元
年
度
学
校
教
育
実
践
発
表
会

７
日

鹿
屋
の
農
を
語
る
夕
べ

８
日

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
〜
あ
る

王
の
物
語
〜
」上
演

鹿
屋
市
合
同
就
職
面
談
会

９
日

第
３
回
リ
ナ
シ
テ
ィ
ま
る
ご
と
食
フ
ェ
ス

第
５
回
高
隈
山
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
ト
レ
イ
ル

第
10
回
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ

第
５
回
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン

11
日

建
国
記
念
式
典

12
日

令
和
元
年
度
新
規
就
農
者
就
農
開
始
資
金

贈
呈
式

共
生
型
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

13
日

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会

斡
旋
弁
当
試
食
会

14
日

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き「
ど
っ
菜さ

い

市
場
」

　

出
荷
者
大
会

16
日

中
津
神
社
鈎か

ぎ

引
き
祭

17
日

加
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド（
兵
庫
県
）と

平
和
学
習
ガ
イ
ド
と
の
意
見
交
換
会

18
日

第
67
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
郷
土
入
り
日
間
優
勝

23
日

山
宮
神
社
春
祭
り

28
日
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
食
材
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
鹿
屋
市
チ
ー
ム
が
最
高
賞
を

受
賞

鹿
屋
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

■
３
月
■

11
日

岡
澤
セ
オ
ン
選
手
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ク

　

シ
ン
グ
競
技（
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
）出
場
内
定

14
日

川か
わ
は
ら
ぞ
の
い
ぜ
き

原
園
井
堰
の
柴
か
け

24
日

高
須
小
学
校
最
後
の
卒
業
式

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
延
期
が
決
定

27
日
「
鹿
屋
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
本
部
」設
置

30
日
「
し
の
ぶ
公
園
」開
園
式

■
４
月
■

１
日
「
か
の
や
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開
設

鹿
屋
女
子
高
校
新
校
舎
で
の
授
業
ス
タ
ー
ト

４
日
「
第
63
回
旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊
戦

没
者
追
悼
式
」
中
止
に
伴
い
、
小
塚
公
園

に
献
花
台
を
設
置

６
日

野
里
小
学
校
で「
高
須
小
児
童
を
迎
え
る

会
」を
開
催

７
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
７
都
府
県

を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

16
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
全
国
を
対

象
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令　

17
日

鳴
之
尾
牧
場
春
の
入
牧

21
日

鹿
児
島
県
石
油
商
業
組
合
鹿
屋
支
部
と「
災
害

時
の
支
援
活
動
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

24
日
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
鹿
屋
」オ
ー
プ
ン

28
日
「
王
子
町
鉦か

ね

踊
り
」が
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

に
指
定

■
５
月
■

11
日

特
別
定
額
給
付
金
の
給
付
開
始

25
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
全
国
の
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除

30
日

鶴
羽
小
学
校
跡
地
で
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

（
〜
31
日
）

■
６
月
■

４
日

鹿
屋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
市
内
小

中
学
校
へ
手
作
り
マ
ス
ク
寄
贈

13
日

吾
平
町
上
名
の
中
福
良
橋
が
開
通

15
日
「
く
ろ
ぶ
た
の
丘
」オ
ー
プ
ン

19
日
「
２
０
２
０
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・

　

か
ご
し
ま
大
会
」の
年
内
中
止
が
決
定

■
７
月
■

１
日
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

伝
達
式

６
日

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
被
害

９
日

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
防
災
）
が
市
内
被

災
地
を
視
察

12
日

鹿
児
島
県
知
事
選
挙

14
日

市
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
確
認

■
８
月
■

２
日

高
須
祇
園
祭（
奉
納
舞
の
み
）

22
日
「
鹿
屋
っ
子
ク
ラ
ブ
」
が
豪
雨
災
害
の
被
災

　

者
支
援
の
た
め
募
金
活
動
を
実
施

29
日
〝
神
野
〞山
の
学
校
キ
ャ
ン
プ
場
星
空
観
察
会

か
の
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
カ
ー
ズ
Ｆフ

ェ
ス

Ｅ
Ｓ
・
２
０
２
０

■
９
月
■

５
日

第
44
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
で

市
出
品
牛
が「
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞

２月　 「Ｇ
ギ ャ ッ プ

ＡＰ食材を使ったおもてなしコ
ンテスト」で鹿屋チームが最高賞

鹿屋農業高校と鹿屋中央高校が協力して
作った料理が最高賞を受賞しました。

３月　 岡
おかざわ

澤セオン選手東京オリンピック
出場内定

ボクシング競技（ウェルター級）で東京オ
リンピック出場が内定しました。

１月　ぐるりん高隈サイクリング大会
高隈地区コミュニティ協議会の自転車レン
タル開始に伴い、約 50 人が観

かんのんぶち

音淵や谷田
の滝等の高隈の名所を自転車で巡りました。

１月　名物あいら木市祭
吾平町商店街で植木や苗木、地元の特産品
等の販売や舞台演芸、抽選会が行われ、多
くの人でにぎわいました。

２月　 県下一周駅伝で肝属チームが郷土
入り日間優勝

郷土入りの大会４日目で日間優勝、そして、
８年ぶりのＢクラス優勝を果たしました。

２月　中津神社鈎
かぎ

引き祭
五穀豊穣や子孫繁栄などを祈念して大黒町
内会と高隈町内会が神木を引き合う祭り
で、今年は大黒町内会が勝利しました。

１月　東京五輪バレーボールアジア予選
　　　パブリックビューイング
ホストタウン相手国のタイ王国の女子チー
ムに熱い声援を送りました。

１月　輝北合同七草祝い
公民館長や輝北小学校長からお祝いの言葉
を受けたほか、記念品の贈呈や図書司書に
よるおはなし会が行われました。

２月　第 62回串良町内一周駅伝大会
小中高生や社会人など 14 チームが、13 区
間約 23.4km のコースを力走し、精一杯タ
スキをつなぎました。

１月　第２回消防団シンポジウム
地域での消防団活動の事例発表やパネル
ディスカッションが行われ、消防団員の確保
策などについて活発な議論がなされました。

2020年を
振り返る

2020 Event

　「東京オリンピック2020」や「燃ゆ
る感動かごしま国体・かごしま大会」
の開催が予定され、スポーツの話
題が目白押しのはずだった2020年。
しかし、最大のトピックは全く異な
るものとなりました。
　新型コロナウイルスの感染拡大に
より、オリンピック、国体をはじめ
様々な行事やイベントが中止・延期
となりました。また、全国に緊急事
態宣言が発令され、私たちの生活
は一変。多くの制限の中で生活する
ことを余儀なくされました。さらに、
７月には大雨による大規模災害が発
生。道路の崩落や家屋への浸水など
本市に甚大な被害をもたらしました。
　その一方で、様々な形で「絆の輪」
が広がりました。新型コロナウイル
スの感染拡大を受け、学校の臨時休
業期間中の弁当配達、マスクや消毒
液などの寄贈による温かい支援をい
ただいたほか、７月の豪雨災害では
民家の土砂の撤去作業に市内外から
多くのボランティアが駆け付け、見
舞金や支援物資など多くの善意を頂
戴しました。
　そのほか、「アグリパーク鹿屋」や
「くろぶたの丘」、「鹿屋市子育て交流
プラザ」といった新しい施設が市内
各地にオープンし、人々が集う新た
なスポットとなりました。
　この１年間の出来事を年表と写真
で振り返ります。
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